
 

 

６）子どもの健 康と 生 活 （Ｑ１５ ～Ｑ４９）  

（１）健 康 診 査と 受 診 の感 想（Ｑ１５ ）  

 

 

 

これまで に受 けた乳 児 期 健 診 に対 する満 足 度は､全 体で ｢満 足して いる｣90%､｢満 足して いな い｣10

%､｢健 診を受 けたこと がな い｣0. 3%であった｡ 

 

 

 

 

 受 診した場 所 は､全 体で 保 健 所 ･保 健ｾﾝﾀｰで の集 団 健 診が一 番 多 く71% ､次 いで 開 業 医 ･診 療 所 

13%､病 院 10%の順で ある｡（図1）  

Q15  お子さんがこれまでに受けた乳児健診に満足していますか。
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児の年齢区分

Q15-1　お子さんの乳幼児健診は主にどこで受けましたか。　【Q15で「1.満足している」または「2.満足していない」の場合】
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図  2 Q1 5-1 お子さんの乳幼児健診は主にどこで受けましたか。  

図  1 Q1 5-1 お子 さんの乳幼児健診は主にどこで受けましたか。  



 

 

 

 

 

 

 

 

健 診 を受けた感 想について ､平 成12年 値と 共 にみると ､｢信 頼がおけて 安 心でき た｣30%→41% ､｢医

師 や保 健 婦の話 が勉 強にな った｣31%→36% ､｢栄 養 士 の話がため にな った｣16%→20% の順で あり､平

成 12年 値 よりもよい評 価は上 昇 していた｡要 望として ｢もっとゆ っくりした時 間 がほし かった｣11%→9%に

は今 後 応えるべきで あろ う｡また､｢知 って いること ばかり教え られた｣4%→4%について､従 来 みられる一

方 的な 指 導と いうあり方 が問われて いるといえ る｡｢決 まりだから受 けた｣22%→23% ､｢形 式 的だった｣21

%→19%をうけて ､心 の通った親 切で 丁 寧な 質 のよい健 診を心 がける必 要 がある｡ 

 

 

  

Q15-2　そこで受けた健診の感想はいかがですか。　(複数選択)
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50 4.9% 38 3.6% 28 3.6% 17 2.8% 19 3.0% 21 2.3% 173 3.4%
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友達ができてよかった
心理士の話がためになった
栄養士の話がためになった
医師や保健師の話が勉強になった
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Q15-2 そこで受けた健診の感想はいかがですか。 (複数選択) 
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図  3 Q1 5-2 そこ で受けた健診の感想はいかがですか。  



 

 

 これまで に受 けた乳 幼 児 健 康 診 査 (以 下：乳 健 )に対 する満 足 度 は「満 足して いる」と「満 足 して いな

い」の2段 階 評 価で 90％の保 護 者が乳 健 に対して 満 足し ている。日 本 家 庭 子 ども総 合 研 究 所 の「乳

幼 児 健 診 の『満 足 度 』評 価に関 する研 究」でも、健 診 内 容 の評 価を 5段 階 評 価し 、乳 健が子 どもの

健 康 状 態 のチ ェックについて86％の保 護 者が十 分 だったと 答えて いる。同 様に母 親 の悩みや不 安 に

ついての対 応 も81％の保 護 者 が十 分だったと 答えて いる。保 健 所 ・保 健センタ ーでの集 団 健 診 の場

で、このア ンケートが行 われたので 集 団 健 診が71％と 多かった。健 診 が集 団 健 診の場 合 、「時 間がか

かり過 ぎる」「待 ち時 間が長 い」「待 ち時 間の過ご し 方・遊 べるス ペース 」「健 診 を午 前 中にして 欲し い」

などの要 望がある。 

 

 



 

 

(1 0 )育児の相談相手 (Q24 )  

 

 

 

 

 

日常の育児の相談相手を平成12年値みると､全体では､夫婦で相談する場合が73%→79%と最も多

く､次に､祖父母50%→67% ､友人 49%→66%､保育士 ･幼稚園の先生14%→25% ､近所の人19%→14% ､か

かりつけの医師7%→10%の順に多かった｡保健師 ･助産師は4%であった｡これらの値については､児の

年齢による大きな差は認められなかった｡保育士 ･幼稚園の先生は､3歳以降に増加がみられ､3歳児

14%→29%､4歳児24%→32% ､5-6歳児24%→38%であり､子どもが集団生活に入ることにより､身近で相

談しやすい相手になると思われた｡ 

昭和 55年値及び平成2年値､平成 12年値との比較では､祖父母を相談相手とする割合が､昭和 55

年では25～41%､平成 2年の35～48%に対し､平成 12年の42～57%､今回の66～68%と各年齢層で増

加した｡核家族化の進行にも関わらず､祖父母への相談が増えていることはよい傾向であろう。ただし

、身近に相談する人がいないことの反映ととらえれば問題になろう。なお、割合は低いが相談相手が

Q24　日常の育児の相談相手は誰ですか。　(複数選択)
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717 69.7% 736 68.5% 537 67.8% 410 65.8% 421 64.9% 586 62.9% 3407 66.8%
117 11.4% 126 11.7% 100 12.6% 105 16.9% 93 14.3% 148 15.9% 689 13.5%
662 64.4% 703 65.5% 526 66.4% 417 66.9% 427 65.8% 619 66.5% 3354 65.8%
139 13.5% 110 10.2% 79 10.0% 46 7.4% 63 9.7% 81 8.7% 518 10.2%
58 5.6% 55 5.1% 43 5.4% 19 3.0% 26 4.0% 24 2.6% 225 4.4%
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1028 100.0% 1074 100.0% 792 100.0% 623 100.0% 649 100.0% 931 100.0% 5097 100.0%
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不明
その他
誰もいない
インターネット
電話相談
保育士・幼稚園の先生
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保健師・助産師
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図  1 Q2 4 日常の育児の相談相手は誰ですか。  



 

 

誰もいないものが約１％いることに留意したい。 

 

育児の相談相手では、配偶者・祖父母・友人など、家族や身近な人に育児の相談先にしている。

専門家では、かかりつけ医・保健師・助産師・保育士・幼稚園教諭など、子どもが集団に参加する時

期に保育士・幼稚園教諭の割合が増加する。現在、インターネット上のサイトを検索したり、メーリン

グリストの仲間に相談が増加しているので、インターネットに関する選択肢を検討する必要がある。 

ベネッセ次世代育成研究所の「幼児の生活アンケート報告書」によれば、育児相談先の数と子育

てに自信を持てるようになったとの間に関係があるとされる。相談先の数の多少で分けると、相談した

ことのある相手が多岐のわたっている母親ほど､「子育てに自身が持てるようになった」と回答する割

合が高くなる。今回の調査で、相談相手が誰もいないものが約 1％いる。健診の場で相談先が少ない

場合と誰もいない場合は子育てのリスクと考える必要がある。 
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